
 

 

 

 

 

 

 

基準不適合発生個所 

燃料ポンプにおいて、樹脂製インペラと燃料ポンプカバーのクリアランスの設計が不適切なため、走

行後の燃料温度の上昇によって樹脂製インペラと燃料ポンプカバーが干渉するものがある。そのため、

エンジン停止後、燃料ポンプが作動せず、燃料を供給できなくなり、エンジンを再始動できないおそ

れがある。 

 

 

改善箇所説明図  

不具合発生箇所  

:カプラー部 

旧式：緑のマーキング 

改善後：青のマーキング  

 

ZAPM45100 (Piaggio Vespa GTS 250) 

改善の内容 

全車両、燃料ポンプを点検し、未対策品の場合、対策品と交換する。 

※全モデル共通対策 


